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◇就業規則等において、求職者等セクハラを行ってはならない旨の方針を規定し、労働者に周知する。 

◇就業規則等において、求職者等セクハラを行った者に対する懲戒規定を設け、労働者に周知する。 

◇労働者に対して 面談時間及び場所の指定、実施体制、やり取りに用いる SNS の種類の指定等の規則を作成 
し、労働者への研修等を実施する。 

◇求職者に対して 面談等に関する留意事項をホームページやパンフレット等を用いて周知する。 

 

 
 

●夏季休暇 

 誠に勝手ながら まで夏季休暇とさせていただきます。

 ご不便をお掛けしますが、よろしくお願い申し上げます。 

●令和８年８月１日より育児休業等給付の申請手続きが見直しになります。 

 育児休業等給付の申請における事務取扱いが見直しになります。詳細は担当からご連絡いたします。  
●令和８年１０月１日より労働条件明示事項が追加されます（パート・有期法施行規則）。 

改正後のモデル労働条件通知書を準備しておりますのでご準備がお済みでない場合はお声掛けください。 
●令和８年１０月から国民年金保険料の育児免除制度が始まります! 

 国民年金第１号被保険者（２０歳以上６０歳未満の自営業者、農業者、学生、無職の方）について、その子

が１歳になるまでの期間に係る国民年金保険料の納付を免除される制度が開始になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

≪筆者：古谷野≫ 

◇相談に対応する担当者をあらかじめ定める、外部機関に相談への対応を委託する等の措置を講じる。 
◇求職者等に対して、ホームページやパンフレット等を用いて相談窓口を周知する。 

◇相談窓口担当者が相談を受けた場合、人事部門との連携を図ることができる体制を整える。 
◇相談に対応するためのマニュアルを作成しておく。 

◇求職者等セクハラを行った者（行為者）と相談を行った求職者等の双方から事実確認する。 
◇双方の主張に不一致があり、事実関係が十分に確認できない場合は第三者からも事実関係の聴取を行う。 

◇行為者と被害者を引き離すための対応を取る。 
◇人事部門担当者が被害者からの相談に応じる等の措置を講じる。 

◇就業規則等の規定に基づき、懲戒その他の措置を講じる。行為者による謝罪を行う。 

◇求職者等セクハラを行ってはならない旨の方針及び行為者に対しては厳正に対処する旨の方針をホームペー

ジやパンフレット等を用いて周知し、労働者に対しては改めて研修を実施する。 

◇プライバシー保護のためのマニュアルの作成や相談窓口担当者への研修を行う。 
◇当該措置を講じていることをホームページやパンフレット等を用いて社内及び社外へ発信する。 

◇求職者等セクハラに関する事実関係の確認等に協力したことを理由に、解雇等の不利益な取り扱いをされな

い旨を就業規則等に規定し、労働者に周知する。 


